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平成20年度
一般会計予算など29議案を可決
第一回定例会は３月４日から24日までの21日間を
会期として開催した。

　

今
定
例
会
は
、
平
成
20
年
度

北
名
古
屋
市
の
一
般
会
計
・
特

別
会
計
予
算
案
７
件
、
平
成
19

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補

正
予
算
案
７
件
、
条
例
案
12
件

を
含
む
28
議
案
を
上
程
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
３
月

11
日
開
催
の
本
会
議
に
お
い
て
、

所
管
す
る
各
委
員
会
に
そ
れ
ぞ

れ
付
託
し
た
。

　

そ
の
後
、
所
管
委
員
会
に
お

い
て
慎
重
に
審
査
し
、
３
月
24

日
開
催
の
本
会
議
に
お
い
て
各

常
任
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が

行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
議

員
提
案
に
よ
る
意
見
書
１
件
を

提
出
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案
と
審

査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

平
成
20
年
度
予
算
は
、
本
年

度
を
初
年
度
と
し
た
平
成
29
年

度
ま
で
の
10
年
間
の
基
本
的
、

か
つ
総
合
的
な
計
画
と
し
て
、

「
健
康
快
適
都
市
」
を
目
標
と

す
る
総
合
計
画
の
実
効
性
と
建

設
的
な
要
素
を
持
ち
合
わ
せ
た

も
の
で
あ
る
。

　

今
後
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
し
進
め
て
い
く
う
え
で
、

最
も
重
要
な
時
期
で
も
あ
り
、

一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、

財
政
的
・
政
策
的
に
も
自
立
運

営
で
き
る
都
市
の
構
築
を
目
指

す
予
算
編
成
と
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
収
入
の
根
幹
を

な
す
市
税
で
、
税
源
移
譲
と
納

税
義
務
者
の
増
加
に
よ
る
個
人

市
民
税
の
増
額
を
見
込
む
一
方
、

景
気
の
状
況
を
考
慮
し
、
法
人

市
民
税
は
、
減
額
と
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
行
政
改
革
大
綱

の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
等
に
基
づ

き
、
教
育
施
設
整
備
事
業
や
障

害
者
福
祉
対
策
事
業
等
に
重
点

を
置
き
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源

の
有
効
な
配
分
に
考
慮
し
、
行

政
の
効
率
化
を
さ
ら
に
進
め
、

健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
た
。

▽
平
成
20
年
度
一
般
会
計
・
特  

　

別
会
計
予
算
の
概
要

一
般
会
計
当
初
予
算

　

２
０
７
億
６
，
８
０
０
万
円

対
前
年
度
当
初
比

　
　
　
　
　
　
　

３
．
４
％
増

　

国
民
健
康
保
険特

別
会
計
予
算

　

先
進
医
療
技
術
の
導
入
等
に

よ
る
医
療
費
の
増
加
が
続
き
、

医
療
制
度
改
革
に
伴
う
保
険
者

と
し
て
の
特
定
健
診
等
に
係
る

費
用
や
保
険
税
に
後
期
高
齢
者

支
援
金
が
追
加
さ
れ
る
た
め
、

税
率
の
見
直
し
を
行
い
、
健
全

運
営
に
努
め
た
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
20
年

３
月
診
療
分
の
み
の
給
付
予
算

編
成
と
し
た
。

会　計　名 平成20年度予算

一　 般　 会　 計 20,768,000千円
国  民  健  康  保  険
特　 別　 会　 計 7,449,000千円

老人保健特別会計 523,000千円
後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 585,100千円

介護保険特別会計 2,930,450千円
西春駅西土地区画
整理事業特別会計 292,200千円
公 共 下 水 道 事 業
特 別 会 計 2,845,800千円

合　計 35,393,550千円

当　初　予　算
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後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　

特
別
会
計
予
算

　

75
歳
以
上
の
者
と
一
定
の
障

害
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
65
歳

以
上
の
者
が
加
入
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
係
る
も
の
で
、

保
険
料
や
保
険
証
の
交
付
等
を

勘
案
し
た
予
算
編
成
と
し
た
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、被
保
険
者
の
増
加
、

介
護
給
付
費
の
増
加
に
対
応
で

き
る
よ
う
努
め
た
。

　

西
春
駅
西
土
地
区
画
整
理

　
　
　
　

事
業
特
別
会
計
予
算

　

物
件
移
転
等
を
中
心
に
引
き

続
き
計
画
通
り
進
め
て
い
く
。

　

公
共
下
水
道
事
業

　
　
　
　
　
　

特
別
会
計
予
算

　

下
水
道
の
供
用
開
始
に
伴
い
、

受
益
者
負
担
金
と
使
用
料
の
徴

収
を
行
い
、
ま
た
、
引
き
続
き

汚
水
管
・
久
地
野
ポ
ン
プ
場
の

整
備
と
不
用
と
な
る
浄
化
槽
の

雨
水
貯
留
施
設
へ
の
転
用
に
補

助
金
交
付
を
組
み
入
れ
た
予
算

編
成
と
し
た
。

▽
平
成
19
年
度
一
般
会
計
・
特 

　

別
会
計
補
正
予
算
の
概
要

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
は
、
２
，
６
４

３
万
１
千
円
の
増
額
で
、
平
成

19
年
度
予
算
総
額
が
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
１
０
億
８
，
１
３

９
万
３
千
円
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。

　

補
正
予
算
の
概
要

　

主
な
内
容
は
、
自
動
車
取
得

税
交
付
金
６
，
０
０
０
万
円
の

減
額
、
分
担
金
及
び
負
担
金
の

負
担
金
で
は
、
保
育
所
運
営
費

保
護
者
負
担
金
が
高
所
得
階
層

の
減
少
に
よ
り
５
７
０
万
円
の

減
額
、繰
入
金
で
は
、介
護
サ
ー

ビ
ス
特
別
会
計
か
ら
の
繰
出
金

７
，
７
５
５
万
８
千
円
の
増
額

等
が
補
正
さ
れ
た
。

　

一
方
の
歳
出
で
は
、
公
共
施

設
建
設
整
備
基
金
１
億
９
２
２

万
９
千
円
の
増
額
、
民
生
費
で

は
、
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
の
４
，
１
８
４
万
５
千
円
の

減
額
、
支
払
基
金
交
付
金
及
び

国
・
県
支
出
金
の
減
額
に
よ
り

老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金
１

億
６
９
万
７
千
円
増
額
等
が
補

正
さ
れ
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
は
、
６
５
２
万

６
千
円
の
増
額
で
、
平
成
19
年

度
予
算
総
額
が
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
７
７
億
８
，
２
６
８
万
６

千
円
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

補
正
予
算
の
概
要

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
繰

入
金
で
、
国
民
健
康
保
険
事
業

財
政
調
整
基
金
６
５
１
万
７
千

円
の
全
額
を
繰
り
入
れ
た
増
額

が
補
正
さ
れ
た
。

　

一
方
の
歳
出
で
は
、
保
険
給

付
費
で
、
一
般
被
保
険
者
に
係

る
高
額
療
養
費
の
伸
び
を
見
込

み
６
５
１
万
７
千
円
の
増
額
が

補
正
さ
れ
た
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
に
不

足
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
一
般
会

計
よ
り
不
足
分
を
繰
り
入
れ
る

も
の
で
、支
払
基
金
交
付
金
１
，

４
９
４
万
２
千
円
の
減
額
、
県

支
出
金
で
１
，
８
４
０
万
円
の

減
額
、
繰
入
金
で
１
億
６
９
万

７
千
円
の
増
額
等
が
補
正
さ
れ

た
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
は
、
２
億
６
，

３
３
９
万
円
の
減
額
で
、
平
成

19
年
度
予
算
総
額
が
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
８
億
４
，
８
３
９

万
５
千
円
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　

補
正
予
算
の
概
要

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
保

険
給
付
費
の
減
額
に
よ
り
、
国

庫
負
担
金
６
，
４
５
５
万
７
千

円
の
減
額
、
支
払
基
金
交
付
金

１
億
１
，
２
４
９
万
３
千
円
の

減
額
等
が
補
正
さ
れ
た
。

　

一
方
の
歳
出
で
は
、
保
険
給

付
費
で
、
実
績
見
込
み
に
よ
り

３
億
１
，
８
２
２
万
円
の
減
額

が
補
正
さ
れ
た
。

総合計画市民説明会
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介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
は
、
７
，
７
６

５
万
３
千
円
の
増
額
で
、
平
成

19
年
度
予
算
総
額
が
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
，
６
７
７
万

３
千
円
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

補
正
予
算
の
概
要

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
、
平
成
20

年
４
月
か
ら
北
名
古
屋
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
運
営
に
な
り
、

市
直
営
の
事
業
廃
止
に
伴
い
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
金
の
全

額
を
取
り
崩
し
、
繰
入
金
７
，

７
５
５
万
８
千
円
の
増
額
が
補

正
さ
れ
た
。

　

一
方
の
歳
出
で
は
、
諸
支
出

金
で
、
歳
入
で
受
け
た
基
金
全

額
を
一
般
会
計
へ
繰
り
出
す
た

め
７
、
７
５
５
万
８
千
円
の
増

額
が
補
正
さ
れ
た
。

　

西
春
駅
西
土
地
区
画
整
理
事

　

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
は
、
４
，
８
０

０
万
円
の
減
額
で
、
平
成
19
年

度
予
算
総
額
が
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
６
，
３
０
０
万
６
千

円
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

補
正
予
算
の
概
要

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
公

共
施
設
管
理
者
負
担
金
で
、
事

業
費
の
減
額
に
伴
い
県
負
担
金

４
，
８
０
０
万
円
の
減
額
が
補

正
さ
れ
た
。

　

一
方
の
歳
出
で
は
、
事
業
費

で
駅
前
開
発
事
業
費
の
不
用
額

４
，
８
０
０
万
円
の
減
額
が
補

正
さ
れ
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業

　
　
　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
は
、
２
２
０
万

円
の
減
額
で
、
平
成
19
年
度
予

算
総
額
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
５
億
９
，
５
９
３
万
４
千
円

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

補
正
予
算
の
概
要

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
県

支
出
金
で
、
交
付
決
定
額
の
確

定
に
よ
り
２
２
０
万
円
の
減
額

が
補
正
さ
れ
た
。

　

一
方
の
歳
出
で
は
、
下
水
道

建
設
費
の
不
用
額
２
２
０
万
円

の
減
額
が
補
正
さ
れ
た
。

▽
北
名
古
屋
市
後
期
高
齢
者
医

療
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
市

が
行
う
こ
と
と
す
る
保
険
料
の

額
の
通
知
、
保
険
料
の
徴
収
な

ど
の
事
務
に
つ
い
て
定
め
た
。

▽
北
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
の

定
数
を
増
加
す
る
条
例
の
制

定

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

よ
り
、
教
育
委
員
に
保
護
者
代

表
１
人
を
増
員
し
６
人
と
し
た
。

▽
北
名
古
屋
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
自

治
会
長
の
報
酬
を
、
年
額
25
万

円
に
毎
年
４
月
１
日
現
在
に
お

け
る
自
治
会
の
区
域
に
あ
る
世

帯
４
０
０
世
帯
に
つ
き
４
万
円

を
加
算
し
た
額
と
し
た
。

▽
北
名
古
屋
市
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
家

庭
よ
り
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み

の
指
定
袋
に
、Ｓ
Ｓ
サ
イ
ズ（
１

袋
15
枚
入
り
１
０
０
円
）
を
追

加
し
た
。

▽
北
名
古
屋
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
国

民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
か
ら

出
産
一
時
金
・
葬
祭
費
が
支
給

さ
れ
る
と
き
は
、
国
民
健
康
保

険
か
ら
支
給
し
な
い
こ
と
と
し
、

特
定
健
康
診
査
等
の
事
業
を
保

険
者
に
義
務
付
け
し
た
。

▽
北
名
古
屋
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

も
え
の
丘
で
市
が
運
営
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
廃
止（
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
引
き
継
ぐ
）

す
る
た
め
、
関
係
部
分
を
削
除

し
た
。

▽
北
名
古
屋
市
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
18
年
度
・
平
成
19
年
度

の
激
変
緩
和
措
置
の
対
象
者
に

つ
い
て
、
平
成
20
年
度
の
介
護

保
険
料
を
平
成
19
年
度
の
介
護

保
険
料
と
同
額
に
据
え
置
く
も

の
と
し
た
。

▽
名
古
屋
都
市
計
画
事
業
西
春

駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
西

春
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
務
所
を
北
名
古
屋
市
役
所
西

庁
舎
内
と
し
た
。
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▽
北
名
古
屋
市
民
憲
章
の
制
定

　

北
名
古
屋
市
民
の
ま
ち
づ
く

り
の
行
動
規
範
と
な
る
市
民
憲

章
を
制
定
し
た
。

北名古屋市民憲章
　わたしたち北名古屋市民は、先人の築いてきた郷土を愛し、と
もに手をたずさえ、健康で快適なまちづくりと未来にはばたく人
づくりをめざし、この憲章を定めます。

一　心とからだの健康に努め　温かい家庭と思いやりのあるまち
をつくります

一　きまりを守り助けあい　安心して暮らせるまちをつくります
一　自然や環境を大切にし　清潔で住みよいまちをつくります
一　生涯にわたって学びあい　豊かな文化を創造します
一　多くの人と交流し　世界につながる夢と希望を広げます

平成１９年度北名古屋市一般会計補正予算（第３号）について……………………………………………………原案可決（全員賛成）
平成１９年度北名古屋市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について……………………………………原案可決（全員賛成）
平成１９年度北名古屋市老人保健特別会計補正予算（第２号）について…………………………………………原案可決（全員賛成）
平成１９年度北名古屋市介護保険特別会計補正予算（第２号）について…………………………………………原案可決（全員賛成）
平成１９年度北名古屋市介護サービス特別会計補正予算（第２号）について……………………………………原案可決（全員賛成）
平成１９年度北名古屋市西春駅西土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）について……………………原案可決（全員賛成）
平成１９年度北名古屋市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について…………………………………原案可決（全員賛成）
平成２０年度北名古屋市一般会計予算について………………………………………………………………………原案可決（賛成多数）
平成２０年度北名古屋市国民健康保険特別会計予算について………………………………………………………原案可決（賛成多数）
平成２０年度北名古屋市老人保健特別会計予算について……………………………………………………………原案可決（全員賛成）
平成２０年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計予算について……………………………………………………原案可決（賛成多数）
平成２０年度北名古屋市介護保険特別会計予算について……………………………………………………………原案可決（全員賛成）
平成２０年度北名古屋市西春駅西土地区画整理事業特別会計予算について………………………………………原案可決（全員賛成）
平成２０年度北名古屋市公共下水道事業特別会計予算について……………………………………………………原案可決（全員賛成）
北名古屋市後期高齢者医療に関する条例の制定について……………………………………………………………原案可決（賛成多数）
北名古屋市教育委員会の委員の定数を増加する条例の制定について………………………………………………原案可決（全員賛成）
北名古屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について…原案可決（全員賛成）
北名古屋市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について……………………………………………原案可決（全員賛成）
北名古屋市基金条例の一部を改正する条例について…………………………………………………………………原案可決（全員賛成）
北名古屋市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について…………………………………原案可決（全員賛成）
北名古屋市手数料条例の一部を改正する条例について………………………………………………………………原案可決（全員賛成）
北名古屋市国民健康保険条例の一部を改正する条例について………………………………………………………原案可決（全員賛成）
北名古屋市総合福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について……………………原案可決（全員賛成）
北名古屋市介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について…………………………………原案可決（全員賛成）
北名古屋市児童遊園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について………………………………原案可決（全員賛成）
名古屋都市計画事業西春駅西土地区画整理事業に関する条例の一部を改正する条例について…………………原案可決（全員賛成）
市道路線の認定及び廃止について………………………………………………………………………………………原案可決（全員賛成）
北名古屋市民憲章の制定について………………………………………………………………………………………原案可決（全員賛成）
道路特定財源の確保に関する意見書の提出について…………………………………………………………………原案可決（賛成多数）

第一回定例会　◇上程議案とその審議結果◇

第
一
回
定
例
会
審
議
日
程

３
月　
　

４
日(

火)

本
会
議

　

開
会
、
会
議
録
署
名

　

議
員
の
指
名
、
会
期

　

の
決
定
、
諸
般
の
報

　

告
、
議
案
の
上
程
、

　

提
案
説
明
、
特
別
委

　

員
会
の
設
置

５
日(

水)

〜

９
日(

日)

休　

会

10
日(

月)

議
会
運
営
委
員
会

11
日(

火)

本
会
議

　

質
疑
、
議
案
の
委
員

　

会
付
託
、
一
般
質
問

12
日(

水)

休　

会

13
日(

木)

14
日(

金)

予
算
特
別
委
員
会

15
日(

土)

16
日(

日)

休　

会

17
日(

月)

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

18
日(

火)

建
設
常
任
委
員
会

19
日(

水)

行
政
常
任
委
員
会

20
日(

木)

休　

会

21
日(

金)

議
会
運
営
委
員
会

22
日(

土)

23
日(

日)

休　

会

24
日(

月)

本
会
議

　

諸
般
の
報
告
、
委
員

　

長
報
告
、
質
疑
、
討

　

論
、
採
決
、
追
加
議

　

案
の
上
程
、
提
案
説

　

明
、
質
疑
・
討
論
省

　

略
、
採
決
、
閉
会
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▼　

平
成
19
年
度
一
般
会
計 

　
　
　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

質
問　

諸
収
入
・
預
金
利
子
が

当
初
予
算
額
の
３
倍
の
補
正
額

に
な
っ
た
理
由
は
。

答
弁　

当
初
予
算
で
は
普
通
預

金
利
子
で
計
上
し
て
い
た
が
、

資
金
運
用
に
よ
り
定
期
預
金
に

積
み
替
え
た
結
果
で
あ
る
。

質
問　

民
間
木
造
住
宅
耐
震
改

修
補
助
金
が
18
年
度
の
24
件
か

ら
19
年
度
は
３
件
と
大
幅
な
減

額
補
正
と
な
っ
た
理
由
は
。

答
弁　

住
宅
耐
震
診
断
は
か
な

り
の
件
数
を
受
け
付
け
た
が
、

改
修
ま
で
検
討
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
少
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
は

Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
に
対
す
る
補
助
金
が

繰
越
明
許
費
と
し
て
あ
が
っ
て

い
る
理
由
は
。

答
弁　

２
箇
所
の
整
備
補
助
を

予
定
し
て
い
た
が
、
完
了
日
及

び
建
築
確
認
申
請
等
の
遅
れ
に

よ
り
翌
年
度
に
ず
れ
込
む
こ
と

と
な
っ
た
。

　

▼　

平
成
20
年
度
一
般
会
計

　
　
　

予
算

質
問　

経
常
収
支
比
率
が
86
・

８
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
が
こ

の
ま
ま
で
大
丈
夫
か
。

答
弁　

高
く
な
る
と
投
資
費
用

に
資
金
が
回
ら
な
い
状
況
に
な

る
た
め
、
更
に
行
政
改
革
を
進

め
、
経
費
節
減
を
図
る
と
と
も

に
諸
手
当
等
の
見
直
し
も
必
要

と
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

保
育
料
及
び
給
食
費
を

改
定
す
る
が
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
滞
納
者
へ
の
取
り
組
み
状
況

は
。

答
弁　

児
童
手
当
を
現
金
支
給

に
変
更
し
、
現
金
納
付
さ
せ
た

り
、
保
護
者
へ
直
接
請
求
、
電

話
連
絡
を
実
施
し
改
善
し
て
い

る
。

質
問　

電
子
計
算
事
務
に
お
い

て
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
方
式
を

導
入
す
る
に
あ
た
り
デ
モ
評
価

を
実
施
し
た
か
。

答
弁　

現
行
の
基
幹
業
務
シ
ス

テ
ム
が
安
全
に
稼
動
す
る
か
、

一
箇
月
間
テ
ス
ト
し
、
順
調
に

稼
動
し
た
。

質
問　

シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
方

式
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
既

存
パ
ソ
コ
ン
は
ど
の
よ
う
に
利

用
す
る
の
か
。

答
弁　

現
在
の
パ
ソ
コ
ン
は
５

年
以
上
経
過
し
た
も
の
が
、
80

％
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
廃
棄
処
分
と
な
る
。

ま
た
、
５
年
未
満
の
パ
ソ
コ
ン

に
つ
い
て
は
、
外
部
媒
体
の
専

用
機
及
び
パ
ソ
コ
ン
研
修
等
に

有
効
利
用
し
て
い
く
。

質
問　

平
盆
ま
つ
り
と
市
民
ま

つ
り
が
統
合
さ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
調
整
が
さ
れ
た
の

か
。

答
弁　

行
政
改
革
で
イ
ベ
ン
ト

の
統
合
と
言
う
こ
と
で
両
ま
つ

り
の
実
行
委
員
会
で
話
し
合
い

が
さ
れ
た
が
、
今
年
度
は
時
期

を
ず
ら
し
て
開
催
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

質
問　

市
民
憲
章
、
市
の
音
頭

発
表
会
の
具
体
的
な
時
期
、
方

法
は
。

答
弁　

６
月
下
旬
に
音
頭
制
作

者(

尾
崎
亜
美)

の
コ
ン
サ
ー
ト

を
実
施
し
、
市
民
憲
章
、
音
頭
、

市
の
花
・
木
を
広
く
市
民
に
周

知
し
て
い
く
。

質
問　

市
内
７
箇
所
に
あ
る「
平

和
都
市
宣
言
」
の
広
告
塔
に
つ

い
て
は
、
旧
両
町
の
看
板
を
書

き
替
え
て
い
る
が
、
市
内
の
出

入
り
口
へ
位
置
変
更
す
る
こ
と

は
、
検
討
さ
れ
た
か
。

答
弁　

位
置
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
度
に
相
応
し
い
位
置
か

ど
う
か
、
又
、
歩
道
橋
を
利
用

す
る
と
か
、「
平
和
都
市
宣
言
」

の
ま
ち
と
し
て
Ｐ
Ｒ
、
検
討
し

て
い
く
。

質
問　

き
た
バ
ス
を
意
見
、
要

望
に
よ
り
一
台
増
や
し
、
増
便

す
る
と
言
う
事
で
あ
る
が
、
経

費
は
い
く
ら
増
え
る
の
か
。

答
弁　

一
台
増
車
す
る
こ
と
に

よ
り
１
，
２
６
７
万
円
経
費
が

掛
か
る
。

質
問　

徳
重
・
名
古
屋
芸
大
駅

及
び
坂
巻
の
無
料
自
転
者
駐
車

場
の
指
導
を
時
間
帯
で
業
者
委

託
を
し
て
い
る
が
、
指
導
時
間

の
延
長
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　

駐
車
時
間
は
午
前
７
時

か
ら
10
時
ま
で
が
ピ
ー
ク
と
考

え
て
お
り
、
そ
れ
以
降
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
Ｐ
Ｒ
、

啓
発
す
る
こ
と
に
よ
り
対
応
し

て
い
き
た
い
。

予
算
特
別
委
員
会

平盆まつり
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質
問　

災
害
時
要
援
護
者
対
策

事
業
費
に
お
け
る
名
簿
等
の
作

成
と
は
、
ど
ん
な
形
に
な
る
の

か
。

答
弁　

20
年
４
月
か
ら
立
ち
上

げ
る
庁
舎
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
よ
り
高
齢
者
、
一
人

暮
ら
し
及
び
障
害
者
等
を
「
手

上
げ
方
式
」
に
よ
る
台
帳
を
作

成
し
、
災
害
時
の
要
援
護
者
に

対
し
て
迅
速
か
つ
的
確
に
支
援

で
き
る
体
制
を
作
る
も
の
で
あ

る
。

質
問　

知
的
障
害
者
通
所
授
産

施
設
３
箇
所
の
運
営
補
助
が
削

減
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

答
弁　

障
害
者
自
立
支
援
法
の

導
入
に
よ
り
施
設
運
営
費
の
報

酬
等
が
厳
し
く
な
り
、
補
助
費

を
減
ら
し
て
い
る
。

質
問　

命
を
大
切
に
す
る
心
を

育
む
教
育
推
進
事
業
と
は
、
具

体
的
に
ど
ん
な
事
業
か
。

答
弁　

県
の
委
託
事
業
で
動
物

村
等
を
誘
致
し
、
命
の
大
切
さ

を
保
育
園
児
に
理
解
し
て
も
ら

う
事
業
で
あ
る
。

質
問　

母
子
保
健
事
業
の
パ
パ

マ
マ
教
室
を
土
、
日
曜
日
に
開

催
す
る
計
画
は
。

答
弁　

今
ま
で
ど
お
り
パ
パ
マ

マ
教
室
は
平
日
に
実
施
す
る
が
、

パ
パ
育
児
教
室
と
し
て
20
年
度
、

土
、
日
曜
日
に
開
催
す
る
計
画

を
し
て
い
る
。

質
問　

社
会
福
祉
総
務
費
及
び

児
童
福
祉
総
務
費
の
時
間
外
勤

務
手
当
が
増
加
し
て
い
る
理
由

は
。　

答
弁　

新
規
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
伴
う
事
務
及
び
保
育

士
の
産
休
、
育
休
の
増
加
に
伴

い
、
臨
時
職
員
の
雇
用
が
厳
し

く
、
正
規
職
員
へ
の
負
担
が
増

加
し
て
い
る
。

質
問　

各
種
健
康
診
査
が
健
康

ド
ー
ム
で
実
施
す
る
形
と
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

答
弁　

今
後
の
考
え
方
と
し
て

医
療
行
為
に
つ
い
て
は
、
行
政

改
革
の
一
環
と
し
て
健
康
ド
ー

ム
の
一
箇
所
へ
集
中
さ
せ
る
方

向
で
あ
る
。

質
問　

労
働
対
策
事
業
と
し
て

高
齢
者
等
の
職
業
支
援
を
実
施

し
て
い
る
が
、
ニ
ー
ト
対
策
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答
弁　

特
に
ニ
ー
ト
対
策
と
し

て
行
っ
て
お
ら
ず
、
求
人
情
報

の
提
供
を
し
て
い
る
の
み
で
あ

る
。

質
問　

商
工
会
へ
の
補
助
金
の

内
、人
件
費
に
対
す
る
比
率
は
。

答
弁　

商
工
会
の
経
営
改
善
普

及
事
業
と
し
て
２
商
工
会
か
ら

の
収
支
計
画
に
よ
り
事
務
局
長

を
除
く
相
談
員
の
給
与
の
50
％

を
補
助
し
て
い
る
。

質
問　

レ
ジ
ャ
ー
農
園
事
業
の

賃
借
料
に
お
い
て
、
今
後
、
宅

地
並
み
課
税
が
関
係
し
ま
す
が
、

賃
借
料
の
改
定
を
考
え
て
い
る

か
。

答
弁　

市
街
化
区
域
、
市
街
化

調
整
区
域
及
び
生
産
緑
地
指
定

さ
れ
た
農
地
と
単
価
を
変
更
す

る
形
で
今
後
一
年
か
け
て
検
討

し
て
い
く
。

質
問　

商
工
会
補
助
金
３
，
１

９
１
万
円
の
内
訳
は
。

答
弁　

会
員
数
、
旧
師
勝
町
８

５
２
件
、
旧
西
春
町
９
４
１
件

に
対
し
て
一
会
員
当
た
り
１
７
，

８
０
０
円
で
補
助
し
て
い
る
。

質
問　

商
工
業
者
金
融
対
策
の

中
で
信
用
保
証
料
補
助
及
び
利

子
補
給
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、

中
小
商
工
業
者
の
振
興
に
寄
与

し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

融
資
申
請
件
数
が
同
時

期
で
18
年
度
２
３
３
件
、
19
年

度
１
７
４
件
と
大
幅
に
減
少
し

て
お
り
、
実
績
よ
り
予
算
要
求

を
し
て
い
る
。

質
問　

道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改

良
事
業
等
、
道
路
工
事
、
街
路

事
業
関
係
の
予
算
が
、18
年
度
、

19
年
度
、
20
年
度
と
削
減
続
き

で
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
大
丈
夫
か
。

答
弁　

従
来
は
道
路
改
良
を
併

せ
て
工
事
等
を
行
っ
て
き
た
が
、

今
後
は
市
と
し
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
駅
、
公
園
事
業
が

あ
る
た
め
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
、
安
全
性
の
確
保
に
重
点

を
お
い
た
道
路
整
備
を
実
施
し

て
い
く
。

健康診査

レジャー農園
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▼　

北
名
古
屋
市
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

質
問　

新
し
い
Ｓ
Ｓ
サ
イ
ズ
の

可
燃
ご
み
袋
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
カ
ラ
ス
対
策
と
し
て
配
色

の
検
討
を
さ
れ
た
か
。

答
弁　

ご
み
袋
の
形
状
、
色
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
が
、
単
価

の
面
で
現
状
の
白
色
と
し
、
サ

イ
ズ
の
変
更
の
み
で
実
施
す
る

形
と
し
た
。

　

▼　

北
名
古
屋
市
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

質
問　

自
治
会
長
の
報
酬
を
段

階
的
に
削
減
し
て
い
く
が
、
仕

事
量
の
軽
減
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
弁　

こ
の
報
酬
に
見
合
う
よ

う
に
簡
単
な
お
願
い
事
項
の
み

の
仕
事
に
変
え
て
い
き
た
い
。

質
問　

鹿
田
及
び
九
之
坪
自
治

会
長
の
報
酬
は
い
く
ら
か
。

答
弁　

鹿
田
は
77
万
円
、
九
之

坪
が
57
万
円
で
あ
る
。

　

▼　

北
名
古
屋
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

質
問　

管
理
職
手
当
を
定
額
制

に
す
る
こ
と
に
よ
り
全
体
金
額

に
変
更
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

中
間
の
価
格
を
取
っ
て

い
る
が
、
予
算
的
に
は
若
干
増

加
す
る
。

質
問　

午
前
中
休
暇
を
取
り
、

残
業
と
な
っ
た
場
合
は
、
時
間

外
勤
務
手
当
は
付
く
の
か
。

答
弁　

１
日
８
時
間
の
勤
務
を

し
な
い
と
時
間
外
勤
務
手
当
は

付
け
な
い
勤
務
体
系
を
取
っ
て

い
る
。

建
設
常
任
委
員
会

行
政
常
任
委
員
会

ごみゼロ

質
問　

Ｉ
Ｔ
教
育
支
援
事
業
に

お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
リ
ー

ス
期
限
が
切
れ
て
く
る
が
、
今

後
の
予
定
は
。

答
弁　

今
年
度
、
東
地
区
の
小

学
校
に
お
い
て
リ
ー
ス
期
限
が

切
れ
る
た
め
リ
ー
ス
機
器
検
討

委
員
会
で
今
後
の
方
法
を
検
討

し
て
い
く
。

質
問　

小
中
学
校
の
学
力
テ
ス

ト
の
内
容
及
び
経
費
内
訳
は
。

答
弁　

小
学
校
に
お
い
て
は
国

語
、
算
数
で
全
学
年
全
児
童
を

対
象
に
実
施
し
、
中
学
校
に
お

い
て
は
、
５
教
科
で
一
、
二
年

生
を
対
象
と
し
て
い
る
。
一
教

科
当
た
り
す
べ
て
３
０
０
円
で

あ
る
。

質
問　

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒

の
た
め
に
小
中
学
校
５
校
に
特

別
支
援
員
を
配
置
さ
れ
る
が
、

ど
こ
の
小
中
学
校
で
そ
の
支
援

内
容
は
。

答
弁　

五
条
、
鴨
田
、
師
勝
北
、

師
勝
東
の
４
小
学
校
と
白
木
中

学
校
で
予
定
し
て
い
る
。
将
来

的
に
は
、
各
校
１
名
の
配
置
を

考
え
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て

は
、学
校
生
活
に
お
け
る
介
助
、

食
事
介
助
等
、
車
椅
子
の
必
要

な
児
童
生
徒
の
援
助
を
行
う
。

　

▼　

平
成
20
年
度
国
民
健
康

　
　
　

保
険
特
別
会
計
予
算

質
問　

交
通
事
故
等
に
よ
る
求

償
不
可
能
な
事
例
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
。

答
弁　

加
害
者
が
分
か
ら
ず
、

求
償
で
き
な
い
事
例
は
３
件
あ

り
、
求
償
額
は
把
握
し
て
い
な

い
。

　

▼　

平
成
20
年
度
後
期
高
齢

　
　
　

者
医
療
特
別
会
計
予
算

質
問　

保
険
料
に
お
い
て
社
会

保
険
の
被
保
険
者
は
凍
結
さ
れ

る
が
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
に
は
凍
結
が
な
い
の
は
、

不
平
等
で
あ
る
が
そ
の
理
由
は
。

答
弁　

今
ま
で
、
国
民
健
康
保

険
に
お
い
て
は
被
保
険
者
で
も

平
等
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
た
関
係
か
ら
今
回
も
負
担

し
て
い
た
だ
く
。

　

▼　

平
成
20
年
度
介
護
保
険

　
　
　

特
別
会
計
予
算

質
問　

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
任
意

事
業
費
を
減
額
し
て
い
る
理
由

は
。

答
弁　

介
護
予
防
の
観
点
か
ら

持
て
る
能
力
の
あ
る
方
は
、
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
食

数
を
減
少
さ
せ
る
形
を
取
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
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都市計画決定手続きに対する諸問題について
　快適居住・工業振興・沿道商業・農地保全と四つのゾーンが設定されている。このゾーン別整備方針には、
市街化区域・調整区域の見直しが伴っている。本市の合併が整った時、平成22年までに、市街化区域の
見直しが行われると、表明されていたが、この時期になっても何も報告されていない。市街化区域を見
直すことになると、土地区画整理を行わなければならない等の諸条件があったのではないか。この土地
利用方針が確定されなければ将来の北名古屋は見えてこない。県との折衝の経緯、見直しに対する諸問
題の有無、今後のスケジュール等、市長の見解は。
　続いて拠点整備方針については、西春駅、徳重・名古屋芸大駅周辺地区の整備はもちろんのこと、本
市を二分する交通機関は、一体感のあるまちづくりに支障があることは明らかである。合併時の新市建
設計画では、県も了承のうえ鉄道を連続立体高架にする事で内定されている。しかし、この様な事業は、
想像を絶する多くの困難、課題が予測されるが、市長の意気込みは。　
　最後に、広域幹線交通軸では、都市計画道路の決定、文化の回廊では文化の感じられる街並み道や散
策路等特殊道路としての決定、水辺の回廊では緑地を取り入れた親水空間、遊歩道等、都市計画マスター
プラン、緑のマスタープラン等により都市施設として都市計画決定されるべきであるが、北名古屋発展
の礎となる整備事業となることから、事業化に向け、市長の今後の取り組みと熱い思いを伺いたい。

大 嶌 治 雅
　市政クラブ

そ
の
他
の
質
問

・
自
主
財
源
の
確
保
と
行
政
改
革
に
つ
い
て

・
環
境
・
健
康
に
配
慮
し
た
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

・
国
際
交
流
に
つ
い
て

市　

長　

県
と
の
折
衝
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
既
に
ご
承
知
の
と
お
り
、
今

回
の
都
市
計
画
の
見
直
し
は
平
成
22
年
度
を
目
標
と
し
て
お
り
、
実
質
的
な

作
業
は
平
成
20
年
度
に
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
ま
だ
県
と
の
具
体
的
な
見
直
し

協
議
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

　

今
回
の
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
に
際
し
て
は
、
過
去
同
様
、
基
盤
整
備
の

確
実
性
は
当
然
の
条
件
と
し
て
課
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
厳
し
い
も
の

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
地
域
の
編
入
に
対
す
る
強
い
要
望
が
あ

れ
ば
、随
時
編
入
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、県
と
積
極
的
に
継
続
協
議
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
平
成
20

年
度
に
県
か
ら
示
さ
れ
る
編
入
基
準
に
沿
っ
て
議
会
や
地
域
の
要
望
な
ど
を

聴
い
た
う
え
で
、
市
と
し
て
の
見
直
し
案
を
ま
と
め
、
そ
の
後
、
県
と
協
議

し
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
順
次
、
都
市
計
画
法
に
沿
っ
た
手
続
き
を
進
め
、

平
成
22
年
度
の
変
更
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

来
年
度
は
、
更
に
組
織
強
化
し
た
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
と

と
も
に
、
鉄
道
の
高
架
化
の
基
本
設
計
や
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
向
け
た
事
業

施
策
の
検
討
を
進
め
る
等
、
具
体
化
に
向
け
、
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
本
市
の
市
域
全
体
に
わ
た
る
大
規
模
な
事

業
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
実
施
に
当
っ
て
は
、
財
政
面
等
多
く
の
問
題
解

決
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
解
決
に
は
、
議
会
や
市
民

の
絶
大
な
る
協
力
と
理
解
を
基
に
、
実
行
性
の
あ
る
計
画
を
作
成
し
、
一
歩

一
歩
着
実
に
進
め
て
い
く
以
外
に
方
法
は
な
い
。
始
め
な
け
れ
ば
終
わ
り
は

無
い
と
信
じ
努
力
し
て
い
く
。
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平成20年度施政方針について
　合併後、２年が経過しているが、まだまだ組織、そして職員間が一体になっ
ていない所も見受けられることから、市長の強いリーダーシップで結束し、職
員の能力と組織の力を最大限発揮できる職場環境づくりをどのようにしていく
のか。
　また、一体感のあるまちづくりは、既にスポーツ、文化・芸術、祭り等を通
して交流が図られ、近い将来、名実共に旧２町が一体化することと思う。さらに、
融和政策を積極的に図り、20年度は、どのような融和政策を考えているのか。
　限られた財源でのまちづくりが前提なら、これからの本市の発展はないので
はないか。総合計画を推進していくには、多くの財源と市民の叡智と情熱が欠
かせないと述べられている。財源確保の方策を真剣に考え、企業誘致、バナー
広告、その他、市の財産を有効活用する等して、財源確保に積極的に取り組ん
でもらいたいと思うが、市長はどのように考えているのか。

日 栄 政 敏
　市民民主クラブ

そ
の
他
の
質
問　

・
平
成
20
年
度
予
算
に
つ
い
て

市 

長　

や
る
気
を
も
っ
て
仕
事
の
で
き
る
環
境
と
い
う
の
は
、
職
域
の
リ
ー
ダ
ー

が
部
下
を
い
か
に
動
機
付
け
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
平

成
19
年
度
に
は
リ
ー
ダ
ー
級
と
主
査
級
職
員
を
対
象
に
「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
」
を
実
施
し

た
。
こ
れ
は
、
第
一
線
の
管
理
・
監
督
者
が
、
仕
事
を
通
じ
て
部
下
を
動
機
付
け
し

な
が
ら
指
導
し
育
成
し
て
い
く
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
研

修
を
繰
り
返
し
行
い
、
全
職
員
に
効
果
が
及
ぶ
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　

市
民
の
交
流
面
で
は
、
既
に
市
民
や
各
種
団
体
の
手
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が

図
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
東
西
の
施
設
も
全
市
民
の
利
用
が
進
ん
で
お
り
、
徐
々
に
一
体

感
が
深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
平
成
20
年
度
の
市
の
取
組
み
で
す
が
、
市
民

の
行
動
規
範
と
な
る
「
市
民
憲
章
」
の
普
及
活
動
を
推
進
し
、市
民
憲
章
に
よ
っ
て
、

ま
ち
づ
く
に
取
り
組
む
市
民
の
思
い
が
共
有
さ
れ
、市
民
と
し
て
の
意
識
が
生
ま
れ
、

ま
ち
を
愛
す
る
心
が
育
っ
て
い
け
ば
大
変
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
ま
た
、「
北
名
古

屋
音
頭
」
の
踊
り
練
習
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
る
普
及
活
動
に
よ
っ
て
、お
盆
に
は
、

新
し
く
出
来
た
「
北
名
古
屋
音
頭
」
で
踊
り
の
輪
が
広
が
り
、
一
体
感
が
よ
り
高
ま

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
要
望
の
多
い
き
た
バ
ス
の
運
行
の
充
実
は
、
１

車
増
車
に
よ
り
、
市
民
の
交
流
を
よ
り
活
発
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

財
源
の
確
保
は
、
本
市
の
至
上
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
新

税
の
導
入
は
考
え
ら
れ
ず
、
財
源
の
期
待
は
、
法
人
市
民
税
に
あ
る
。
本
市
は
総
合

計
画
で
、
交
通
利
便
性
に
す
ぐ
れ
、
住
宅
都
市
、
商
業
・
物
流
・
産
業
都
市
と
し
て

発
展
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
利
点
を
活
か
し
て
優
良
な
企
業
の
誘
致
な
ど
を
進
め
る

こ
と
が
、
法
人
市
民
税
の
増
収
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
従
っ
て
、
企
業
が
立
地
し
や

す
い
条
件
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
幸
い
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
平
成
20

年
度
に
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
基
盤
整
備
を
進
め
、

誘
致
の
条
件
整
備
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
有
料
バ
ナ
ー
広
告
に

は
、
早
急
に
取
り
組
み
の
準
備
を
始
め
て
い
く
。
広
報
へ
の
有
料
広
告
、
市
有
財
産

の
活
用
に
つ
い
て
も
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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行政改革と集中改革プランについて
　行革の集中改革プランに上げられている目標
と項目は、各グループから行政改革を真剣に討
議された中での出した目標であり項目であると
思うが、目標が少し低く、また、項目も少ない
ように思う。これで行政改革の効果が上るのか、
行政改革は全職員が一丸となって進めなくては
ならない。
　また、合併の効果を出すには、主に施設の統
廃合だともいわれているが、統合についての計
画すら上っていない。給食センター等は施設の
老朽化もあり、すぐに実施できるのではないか。
そこで、現在の集中改革プランはこれでいいのか、
特に施設の統合と取組み項目について市長の見
解は。

海 川 恒 明
　公明党

市　長　集中改革プランは毎年見直し、取組み項目の追加を行うもので、本年度、新たな取組みとして
加えた項目もある。ただ、５項目を修正し、新たに８項目を加えたに留まっており、議員に、十分に評
価いただけない理由は、このあたりにあるのではないかと考える。こうしたことから、集中改革プラン
に加え、本年度、試行実施した、行政評価での成果を明確にし、改革の道筋が見えるようにしていきた
いと考えている。
　また、東西両給食センターは、建設後40年近くが経過し、施設に求められている耐震、衛生管理区分
を明確にするハサップ（食品の安全性を確保するための衛生管理の手法）と呼ばれる概念をクリアする
ためには、新たな整備が、待ったなしの状況であるため、ＰＦＩ導入可能性調査の結果報告を踏まえる
とともに、多くのベテラン調理員が退職の時期を迎えることを勘案し、今後、早急に整備手法を含め有
効な取組みについて、十分研究を進めていく。

再
質
問

　

非
常
に
厳
し
い
今
の
財
政
を
、

乗
り
越
え
る
た
め
に
、
職
員
一

人
ひ
と
り
が
行
政
改
革
、ま
た
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
対
し
て
、

積
極
的
に
取
り
組
め
る
、
環
境

づ
く
り
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

再
答
弁
（
市
長
）

　

市
の
取
組
み
を
市
民
に
広
く

熟
知
し
て
も
ら
う
た
め
の
情
報

発
信
に
心
が
け
、
集
中
改
革
プ

ラ
ン
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
球
環
境
問
題
の
市
政
の
取

組
み
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
の
実
現
に
つ
い
て

・
都
市
公
園
に
つ
い
て

・
北
名
古
屋
市
の
債
務
残
高
の

限
界
に
つ
い
て

職員研修



平成20年５月１日(10号）
北名古屋市議会だより

代　

表　

質　

問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

北名古屋市議会だより
平成20年５月１日(10号）

一　

般　

質　

問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

12

地球温暖化対策について
　地球温暖化は地球規模の大きな問題である。
しかし、大きな問題といって、国や県に任せっ
ぱなしでは何の解決にもならないと思う。ヨー
ロッパの環境先進国では、住民一人ひとりが、
自分の毎日の行動でどれだけ二酸化炭素を出
しているか、計算して削減を図るといった具
体的な取組みを行っていると聞いたことがあ
る。
　そこで、地球環境問題に対する問題意識を
高めておく必要がある。これは、市民にもっ
とも近い自治体の役割であることから、市と
して取り組むのか、市の姿勢が問われている
のではないか。そこで、本市としての取組み
を始めなければ、他の自治体に遅れをとって
しまわないか心配であることから、本市の考
えは。

法 月　 章
北名古屋市無所属クラブ

そ
の
他
の
質
問

・
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
、
少
子
化

に
つ
い
て

・
地
方
分
権
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市　

長　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
国･

県
に
一
任
す
る
と
い
う
姿
勢
で
は
な
く
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
環
境

問
題
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
の
施
策
の
必
要
性
を
痛
感
し
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
庁
舎
事
務
室
の
不
要
個
所
の
消
灯
及
び

冷
・
暖
房
の
適
正
な
設
定
温
度
の
実
施
等
、
身
近
な
こ
と
か
ら
省
資

源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
践
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
西
春
中
学
校
校
舎
の
エ
コ
改
修
事
業
を
継
続
し
、
市
民
に

は
環
境
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
環
境
教
育
の
推
進
及
び
環

境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
重
要

性
を
訴
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ご
み
分
別
の
徹
底
に
よ
る
ご
み
減
量
を
推
進
し
、
焼
却

ご
み
の
削
減
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
と
呼
ば
れ
る
二
酸
化
炭
素
な
ど

の
排
出
抑
制
を
目
指
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
基
礎
と
し
て
、
市
民
及
び
企
業
な
ど
に
も
積

極
的
な
広
報
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
地
球
温
暖

化
対
策
の
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

な
お
、
今
後
は
、
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
第

１
次
実
施
計
画
に
お
い
て
、
環
境
基
本
計
画
策
定
事
業
な
ら
び
に
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定
事
業
を
国
・
県
の
計
画
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指
し
た
具
体
的
な
本
市
の

目
標
及
び
方
針
を
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

環境問題に対する意識の高揚を
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質
問

①　

防
災
対
策
の
各
部
局
へ
の

浸
透
は
、
迅
速
か
つ
円
滑
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
防
災

部
局
の
防
災
対
策
に
関
与
す
る

権
限
を
強
化
し
、
各
部
局
間
を

直
接
調
整
す
る
部
局
と
し
て
の

位
置
づ
け
を
徹
底
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

②　

早
急
に
防
災
担
当
の
専
門

職
を
配
置
し
、
平
常
時
か
ら
万

全
の
体
制
を
整
備
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

③　

東
庁
舎
に
於
け
る
非
常
時

及
び
平
常
時
の
庁
舎
管
理
責
任

者
は
、
ど
の
部
署
の
誰
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁
（
副
市
長
）

①　

防
災
担
当
部
局
は
、
災
害

緊
急
時
に
は
、
先
頭
に
立
ち
指

示
命
令
を
行
う
こ
と
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
が
、
通
常
は
防
災

関
係
の
専
門
部
局
と
し
て
必
要

が
あ
れ
ば
各
部
局
と
連
携
を
取

り
、
専
門
的
な
指
導
も
行
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
市
内
の
各

部
が
ど
の
よ
う
な
訓
練
等
を
行
っ

て
い
る
の
か
把
握
を
し
、
担
当

部
局
と
精
査
し
改
め
る
と
こ
ろ

は
改
め
て
い
き
た
い
。

②　

現
在
、
防
災
監
及
び
副
防

災
監
と
い
う
職
名
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
緊
急
災
害
時
に
お
け
る

非
常
配
備
体
制
上
の
名
称
で
あ

り
、
非
常
時
に
は
防
災
監
の
下

に
平
常
時
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
体
制
で
全
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

班
長
等
の
指
揮
の
も
と
、
対
処

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

③　

行
政
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

が
管
理
責
任
者
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
西
庁
舎
に
配
置
し
て
い
る

た
め
、
東
庁
舎
の
管
理
が
十
二

分
に
出
来
か
ね
る
た
め
、
東
庁

舎
の
職
員
で
簡
易
な
事
等
に
つ

い
て
は
対
処
し
て
い
る
。ま
た
、

東
西
の
連
絡
を
密
に
し
、
非
常

時
に
は
、
西
庁
舎
か
ら
担
当
職

員
が
東
庁
舎
に
出
か
け
て
い
る
。

質
問

　

改
革
元
年
と
も
い
え
る
、
18

年
度
は
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
提

出
さ
れ
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
熱
心
に
協
議
を
重
ね
、

相
応
の
成
果
が
感
じ
ら
れ
る
結

果
を
得
た
の
で
は
な
い
か
。
し

か
し
、
本
年
度
に
お
い
て
は
、

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
挙
げ
ら
れ
た

テ
ー
マ
の
多
く
に
、
改
革
の
意

気
込
み
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

行
政
改
革
推
進
室
が
先
頭
に

な
り
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

よ
り
健
全
な
行
財
政
運
営
を
目

指
す
た
め
に
は
、
改
革
の
テ
ー

マ
を
あ
る
程
度
絞
り
、
さ
ら
に

一
歩
踏
み
出
し
て
、
将
来
的
な

展
望
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
弁
（
行
政
改
革
推
進
室
長
）

　

今
年
度
、
行
政
改
革
推
進
室

で
は
、
87
項
目
の
集
中
プ
ラ
ン

の
５
項
目
を
一
部
修
正
し
、
新

た
に
８
項
目
を
追
加
す
る
と
と

も
に
、
18
年
度
に
実
施
し
た
53

事
業
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
、

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
も
、
試

行
的
で
は
あ
る
が
、
新
た
に
取

り
組
ん
で
き
た
。そ
の
結
果
は
、

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

掲
載
し
て
い
る
。
推
進
室
と
し

て
は
、
議
員
の
指
摘
を
、
叱
咤

激
励
と
受
け
止
め
、今
後
と
も
、

行
政
改
革
大
綱
が
示
す
方
向
に

沿
っ
た
、
市
民
の
目
線
に
立
つ

成
果
重
視
の
行
政
運
営
を
、
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

来
年
度
、
推
進
室
で
は
、
二

百
を
超
え
る
事
業
を
、
行
政
評

価
で
検
証
す
る
予
定
を
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
議
論
を
経
る
な

か
、担
当
職
員
の
協
力
を
得
て
、

財
政
健
全
化
に
繋
が
る
道
筋
を

見
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

再
質
問

　

行
政
改
革
推
進
室
長
が
、
重

点
的
に
こ
れ
だ
け
は
や
り
遂
げ

る
と
い
っ
た
政
策
事
案
は
あ
る

の
か
。

再
答
弁（
行
政
改
革
推
進
室
長
）

　

一
つ
の
事
業
で
な
く
、
二
百

を
超
え
る
事
業
を
、
行
政
評
価

で
一
つ
ひ
と
つ
検
証
し
、
職
員

と
協
力
し
て
事
業
の
在
り
方
を

見
つ
め
な
お
し
、
今
後
、
議
会

に
報
告
を
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
健
康
ド
ー
ム
の
管
理
・
運
営

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
庁
舎
調
査
会
の
進
捗
状
況
及

び
職
員
数
の
削
減
と
庁
舎
の

あ
り
方

　

市
政
ク
ラ
ブ

沢
田　
　

哲　

組
織
機
構
に
お
け
る
事
務
分
掌

と
防
災
専
門
職
設
置
に
つ
い
て

　

市
政
ク
ラ
ブ

大
野　
　

厚　

合
併
効
果
を
生
か
し
た

　
　
　

行
政
改
革
に
つ
い
て

９
名　

市
政
を
問
う
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質
問

　

総
合
計
画
で
は
企
業
誘
致
が

主
要
施
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
企
業
誘
致
が
成
功
す
れ

ば
固
定
資
産
税
や
法
人
市
民
税

の
増
収
が
見
込
め
、
雇
用
や
地

元
商
店
街
等
へ
の
波
及
効
果
に

大
き
な
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、

規
模
の
大
き
な
工
場
進
出
で
あ

れ
ば
、
関
連
企
業
の
立
地
等
も

期
待
で
き
る
。
本
市
と
し
て
、

よ
り
実
効
性
の
高
い
誘
致
展
開

を
し
、
そ
れ
も
今
ま
で
に
な
い

新
た
な
視
点
か
ら
、
戦
略
的
か

つ
総
合
的
な
誘
致
活
動
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
市

と
し
て
、
企
業
誘
致
の
重
要
性

を
認
識
し
、
具
体
的
な
誘
致
活

動
に
一
刻
も
早
く
乗
り
出
し
て

い
た
だ
き
、
制
度
の
導
入
や
そ

の
他
、
具
体
的
な
取
組
み
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
る
予
定

か
、
当
局
の
考
え
は
。

答
弁
（
建
設
部
長
）

　

企
業
誘
致
の
効
果
は
、
税
収

の
増
大
は
も
と
よ
り
、
雇
用
の

場
の
提
供
を
始
め
地
域
経
済
の

活
性
化
等
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、

都
市
経
営
や
都
市
政
策
の
観
点

か
ら
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

く
課
題
で
あ
る
。
本
市
も
平
成

20
年
度
を
初
年
度
と
す
る
総
合

計
画
の
主
要
施
策
に
企
業
誘
致

の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か

ら
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
後
は
、
進
出
意

欲
の
あ
る
企
業
や
条
件
等
の
把

握
は
も
と
よ
り
受
け
入
れ
る
側

の
地
域
の
意
向
等
、
双
方
の
情

報
収
集
に
努
め
る
一
方
、
開
発

手
法
、
優
遇
措
置
や
支
援
施
策

等
に
つ
い
て
も
先
進
事
例
を
研

究
す
る
等
、
市
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
進
捗
状
況
に
応

じ
た
適
切
な
対
応
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
交
通
の
要
衝
に
立
地
し
、

都
心
に
至
近
で
あ
る
特
性
を
生

か
し
た
秩
序
あ
る
開
発
が
地
域

の
発
展
、
ひ
い
て
は
市
政
の
発

展
に
つ
な
が
る
と
信
じ
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

再
質
問

　

県
の
動
き
や
、ま
た
そ
う
い
っ

た
方
向
で
専
門
部
署
を
進
め
て

い
く
よ
う
な
思
い
は
。

再
答
弁
（
建
設
部
長
）

　

必
要
に
応
じ
適
切
に
対
応
し

て
、
全
て
前
向
き
に
は
考
え
て

い
る
。
何
せ
ま
だ
経
験
の
し
た

こ
と
の
な
い
事
業
で
あ
る
の
で
、

慎
重
か
つ
迅
速
に
、
と
に
か
く

や
れ
る
こ
と
は
や
っ
て
い
く
。

質
問

　

地
域
の
治
安
体
制
を
一
層
強

化
す
る
に
は
警
察
官
の
人
員
が

不
足
し
て
い
る
と
思
う
。ま
た
、

警
察
官
の
存
在
は
防
犯
抑
止
に

多
大
な
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

多
発
す
る
犯
罪
を
未
然
に
防
止

し
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
上
で
、
警
察
官
の

増
員
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
空
き
交
番
の
解
消
に
つ

い
て
は
、
警
察
官
を
定
年
退
職

さ
れ
た
方
を
交
番
相
談
員
と
し

て
、
本
市
の
全
交
番
に
常
時
配

置
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
大
都
市
に
お
い
て
は
、

各
区
単
位
で
民
間
に
警
備
委
託

し
巡
回
警
備
を
行
っ
て
い
る
所

も
あ
る
。
現
在
、
本
市
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
巡
回
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
犯
罪

の
凶
悪
化
に
伴
い
、
今
後
、
危

険
を
伴
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
業
務

を
民
間
委
託
す
る
こ
と
も
視
野

に
い
れ
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
う
が
当
局
の
考

え
は
。

答
弁
（
防
災
環
境
部
長
）

　

市
内
の
犯
罪
発
生
件
数
は
、

２
年
連
続
10
％
台
が
減
少
し
て

お
り
、
こ
れ
は
警
察
を
始
め
防

犯
協
会
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
懸
命
な
防
犯
活
動
に
よ
る

成
果
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

凶
悪
な
路
上
強
盗
等
が
増
加
し

た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
治
安
に

対
す
る
不
安
は
、
解
消
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
本
市

と
し
て
は
、
治
安
回
復
に
向
け

た
取
組
み
を
、
更
に
推
進
し
て

い
く
。
し
た
が
っ
て
、
交
番
に

勤
務
す
る
警
察
官
の
増
員
並
び

に
交
番
相
談
員
の
増
員
に
つ
い

て
は
、
従
来
か
ら
要
望
は
し
て

い
る
が
、
西
枇
杷
島
警
察
署
に

対
し
て
、
重
ね
て
強
く
要
望
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
を
警
備
会
社
等
に
委

託
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
名

古
屋
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
発
展
し
て
き
た
本
市
に
と
っ

て
、
ど
の
程
度
効
果
が
見
込
め

る
の
か
、
ま
た
、
コ
ス
ト
面
に

つ
い
て
も
高
額
と
な
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
、
民
間
委
託
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
た
ち
を
危
険
か
ら
守

る
た
め
の
通
学
路
総
点
検
に

つ
い
て

　

市
民
民
主
ク
ラ
ブ

松
田　
　

功　

企
業
誘
致
の
取
組
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

　

公
明
党

金
﨑　

慶
子　

空
き
交
番
の
解
消
に
つ
い
て
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質
問

　

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
高

齢
者
あ
る
い
は
障
害
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
交
通
弱
者
へ
の
配
慮

が
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
身
体

が
不
自
由
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
不
自
由
と
感
じ
さ
せ
な

い
公
共
交
通
機
関
の
整
備
が
望

ま
れ
る
。
施
政
方
針
で
は
、
市

内
循
環
バ
ス
を
１
台
増
便
す
る

予
定
と
あ
る
。
し
か
し
、
バ
ス

は
健
常
者
の
交
通
手
段
で
あ
る
。

身
体
に
多
少
の
不
自
由
が
あ
る

方
に
と
っ
て
は
、
直
接
自
宅
ま

で
迎
え
に
来
て
く
れ
る
タ
ク
シ
ー

の
方
が
利
便
性
が
高
く
、
か
つ

安
全
な
移
動
が
可
能
な
手
段
だ

と
考
え
る
。
本
市
の
交
通
弱
者

の
た
め
の
交
通
機
関
整
備
に
つ

い
て
「
き
た
バ
ス
」
と
以
前
の

「
く
る
く
る
タ
ク
シ
ー
」
の
比

較
を
踏
ま
え
て
の
見
解
は
。

答
弁
（
市
長
）　

　

従
来
の
「
福
祉
巡
回
バ
ス
」

と
「
く
る
く
る
タ
ク
シ
ー
」
は
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
、
障
害
を
お

持
ち
の
方
ま
で
、
多
く
の
方
々

の
生
活
を
支
え
る
こ
と
を
目
的

に
運
行
し
て
き
た
。
合
併
を
機

に
、
各
種
公
共
施
設
の
利
用
促

進
、
駅
な
ど
へ
の
交
通
手
段
の

確
保
、
東
西
地
域
住
民
の
融
和

を
図
る
た
め
に
、
社
会
的
弱
者

の
方
々
に
加
え
、
通
勤
・
通
学

に
も
利
用
で
き
る
新
た
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
始
め
た
。
結

果
と
し
て
「
福
祉
巡
回
バ
ス
」

と
「
く
る
く
る
タ
ク
シ
ー
」
の

担
っ
て
き
た
役
割
を
継
承
し
つ

つ
、
効
率
的
で
利
便
性
と
安
全

性
を
兼
ね
備
え
た
質
の
高
い
交

通
環
境
が
提
供
で
き
て
い
る
。

市
直
営
で
タ
ク
シ
ー
を
走
ら
せ

る
こ
と
は
利
用
形
態
等
諸
条
件

か
ら
難
し
い
と
考
え
る
。
交
通

弱
者
の
方
の
た
め
の
交
通
機
関

整
備
と
い
う
よ
り
は
、
現
行
の

各
種
福
祉
施
策
を
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
考
え
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

障
害
を
お
持
ち
の
方
も
健
常
者

の
方
も
互
い
に
支
え
合
っ
て
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
「
き
た
バ
ス
」

を
位
置
づ
け
し
た
い
。

交
通
弱
者
の
た
め
の

　

交
通
機
関
整
備
に
つ
い
て

　

市
政
ク
ラ
ブ

堀
場　

弘
之　

北
名
古
屋
市
生
徒
指
導
連
絡

協
議
会
に
つ
い
て

質
問

　

北
名
古
屋
市
生
徒
指
導
連
絡

協
議
会
が
昨
年
末
に
発
足
し
た

と
聞
い
た
が
そ
の
目
的
を
伺
う
。

ま
た
、
私
が
心
配
し
て
い
る
の

は
、
下
級
生
等
へ
の
悪
影
響
で

あ
る
。
こ
う
し
た
連
鎖
は
２
年

や
３
年
で
は
な
か
な
か
断
ち
切

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
が

教
育
長
の
見
解
は
。
次
に
、
教

師
の
指
導
力
向
上
を
目
指
し
て

の
研
修
等
は
あ
る
の
か
。
次
年

度
以
降
の
計
画
は
。
最
後
に
協

議
会
の
今
後
、中
学
校
の
今
後
、

協
議
会
と
中
学
校
と
の
今
後
は

ど
の
よ
う
な
見
解
で
あ
る
の
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

　

生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
は
、

国
の
委
託
を
受
け
て
、
平
成
19

年
度
、
20
年
度
の
２
年
間
の
活

動
で
あ
る
。
目
的
は
学
校
が
抱

え
る
課
題
に
未
然
防
止
、
早
期

発
見
・
早
期
対
応
に
つ
な
が
る

効
果
的
な
取
組
み
の
調
査
・
研

究
を
行
う
も
の
で
、
特
に
問
題

行
動
に
対
す
る
具
体
的
な
方
策

の
協
議
を
行
う
。
問
題
行
動
の

連
鎖
に
つ
い
て
は
、
他
の
協
議

会
委
員
の
ご
協
力
も
得
て
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
で
問

題
に
対
処
し
、
早
期
に
解
決
す

る
よ
う
各
学
校
を
指
導
し
て
い

く
。
教
師
の
指
導
力
向
上
の
研

修
会
は
２
月
下
旬
に
開
催
し
た
。

今
後
も
研
修
を
深
め
、
実
践
力

を
高
め
て
い
き
た
い
。
来
年
度

は
、
協
議
会
の
議
論
及
び
学
校

の
実
践
を
踏
ま
え
、
家
庭
の
教

育
力
向
上
の
た
め
、
保
護
者
向

け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
講

演
会
の
開
催
、
生
徒
指
導
に
役

立
つ
教
職
員
向
け
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
作
成
、
教
員
研
修
会
を

予
定
し
て
い
る
。

再
質
問

　

保
護
者
と
学
校
側
と
の
隔
た

り
を
埋
め
る
た
め
の
今
後
の
努

力
に
つ
い
て
の
見
解
は
。ま
た
、

協
議
会
終
了
後
、
変
わ
り
に
な

る
も
の
が
必
要
で
あ
る
と
思
う

が
見
解
は
。

再
答
弁
（
教
育
長
）

　

学
校
公
開
日
等
、
今
後
は
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

協
議
会
の
成
果
を
大
切
に
し
、

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

きたバス

授業風景

　
北
名
古
屋
市
無
所
属
ク
ラ
ブ

桂
川　

将
典　
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市
民
民
主
ク
ラ
ブ

上
野　

雅
美　

レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
の

　
　
　
　

取
組
み
に
つ
い
て

質
問

　

石
油
を
原
料
と
す
る
レ
ジ
袋

は
、作
る
時
も
焼
却
す
る
時
も
、

二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
た
め

に
、地
球
温
暖
化
の
一
因
と
な
っ

て
い
る
事
な
ど
か
ら
、
全
国
的

に
削
減
を
進
め
る
運
動
や
有
料

化
に
向
け
た
検
討
が
さ
れ
て
い

る
。
愛
知
県
で
も
、
県
内
す
べ

て
の
市
町
村
と
、
事
業
者
団
体

等
１
２
７
団
体
で
作
る
「
ご
み

ゼ
ロ
社
会
推
進
あ
い
ち
県
民
会

議
」
の
中
で
レ
ジ
袋
削
減
の
県

民
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

買
い
物
袋
を
持
参
す
る
「
マ
イ

バ
ッ
ク
」
運
動
を
展
開
す
る
自

治
体
も
多
い
。
レ
ジ
袋
有
料
化

は
、
地
球
温
暖
化
や
ご
み
減
量

を
啓
発
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
見
直
し
と
、
身
近
な
レ
ジ
袋

削
減
、
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
を
行

う
こ
と
で
、
意
識
改
革
と
減
量

化
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
。
本
市
で
も
、
市
民
・
事

業
者
・
行
政
が
連
携
し
な
が
ら
、

マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
防
災
環
境
担
当
次
長
）

　

レ
ジ
袋
の
削
減
・
有
料
化
は
、

各
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
店
が

レ
ジ
袋
辞
退
者
に
対
す
る
値
引

き
や
ポ
イ
ン
ト
制
な
ど
の
独
自

な
方
法
を
実
施
し
て
い
る
。
本

市
で
は
、
市
、
市
民
、
市
民
団

体
及
び
事
業
者
が
一
体
と
な
っ

て
、
ご
み
の
発
生
抑
制
、
再
使

用
、
再
生
利
用
、
い
わ
ゆ
る
３

Ｒ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ご
み
ゼ
ロ
社
会
推
進
あ
い
ち
県

民
会
議
の
「
脱
レ
ジ
袋
宣
言
」

に
合
わ
せ
て
、
家
庭
に
ご
み
を

持
ち
込
ま
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
形
成
を
促
進
す
る
よ
う
広

報
等
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

今
後
は
、
市
民
に
対
し
て
買
い

物
時
の
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
運
動

の
啓
発
、
ま
た
事
業
者
に
対
し

て
は
簡
易
包
装
に
よ
る
排
出
抑

制
を
依
頼
す
る
な
ど
、
レ
ジ
袋

削
減
及
び
ご
み
減
量
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　

公
明
党

塩
木　

寿
子　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
の

　
　
　
　
　

整
備
に
つ
い
て

質
問

　

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
さ
ら
に
す
す
め
る
た
め

に
放
課
後
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
で
、
か
つ
安
全
に
過
ご
せ
る

居
場
所
と
し
て
、
小
学
校
を
活

用
し
た
「
放
課
後
子
ど
も
教
室

（
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
）」

の
整
備
を
求
め
、
１
８
，
２
９

５
名
の
署
名
簿
と
要
望
書
を
提

出
し
た
。
本
市
の
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
で「
学
び
の
場
・

体
験
の
場
等
を
取
り
入
れ
″
放

課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
“
の
実
施

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
安
心
・
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
も
、
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
放
課
後
対
策
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
本
市
の
「
放
課

後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を
ど
う
計

画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
教
育
部
長
）

　

現
在
、
本
市
で
は
、
地
域
・

家
庭
の
教
育
力
活
性
化
事
業
と

し
て
、
き
た
っ
こ
ス
ク
ー
ル
や

体
験
活
動
な
ど
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
趣
旨
に
近
い
事
業
を
既

に
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
た

事
業
を
展
開
す
る
た
め
、地
域
・

家
庭
の
教
育
力
活
性
化
事
業
の

近
隣
場
所
で
の
実
施
や
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
確
保
・
登

録
、
ま
た
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」、「
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

の
設
置
等
、
実
施
に
向
け
て
調

査
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

モ
デ
ル
的
に
東
地
区
１
校
、

西
地
区
１
校
で
放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
の
取
組
み
を
実
施
で
き

な
い
か
。

再
答
弁
（
教
育
部
長
）

　

実
施
時
期
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

等
を
含
め
、
研
究
課
題
と
し
て

前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

リサイクルの促進を

熊之庄児童館にて
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般　

質　

問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

17
　

日
本
共
産
党

渡
邉　

紘
三　

市
直
営
の
学
童
ク
ラ
ブ
の

性
急
な
民
営
委
託
化
に
反
対

質
問

①　

な
ぜ
性
急
に
６
箇
所
を
民

営
委
託
化
す
る
の
か
。
こ
の
計

画
は
無
理
が
な
い
か
。

②　

今
後
の
学
童
ク
ラ
ブ
の「
プ

ラ
ン
」
が
見
え
て
こ
な
い
。
民

営
化
に
い
た
る
経
過
と
こ
れ
か

ら
の
行
政
の
役
割
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
学
校
や
地
域
、
学

童
ク
ラ
ブ
運
営
の
中
に
入
り
、

連
絡
、
調
整
や
育
成
、
研
修
を

行
う
こ
と
等
）
や
今
後
の
見
通

し
は
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

③　

市
民
と
行
政
が
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
利
用
者
や
職
員
、

関
係
市
民
に
対
し
て
具
体
的
に

理
解
を
求
め
る
説
明
責
任
を
ど

の
よ
う
に
果
た
し
た
の
か
。

④　

性
急
に
強
行
す
る
民
営
化

の
狙
い
は
。

答
弁
（
福
祉
部
長
）

①　

委
託
に
当
た
っ
て
の
課
題

や
受
託
者
に
対
す
る
指
導
方
針

等
に
つ
い
て
担
当
グ
ル
ー
プ
で

調
査
研
究
を
し
、
民
間
導
入
が

可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

②　

平
成
18
年
12
月
に
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
１
つ
と
し
て
、サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
進
め
て
き

た
。
で
き
る
だ
け
現
在
の
指
導

員
が
携
わ
る
予
定
で
あ
る
。

③　

保
護
者
の
方
々
に
は
、
説

明
会
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
で

開
催
し
、
正
職
員
・
臨
時
職
員

に
も
説
明
会
を
開
催
し
た
。
ま

た
、
２
月
号
広
報
に
掲
載
し
、

広
く
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

④　

民
間
能
力
を
活
用
し
つ
つ
、

児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

経
費
の
削
減
等
を
図
る
こ
と
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
委
託
先
は
、
民

間
会
社
で
は
な
く
、
市
民
で
構

成
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
予
定

で
あ
る
。

再
質
問

　

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
遊
び
及
び

生
活
の
場
を
与
え
る
と
い
う
事

業
で
あ
る
の
で
、
民
営
化
に
よ

り
、
保
護
者
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
に
な
る

の
か
。

再
答
弁
（
福
祉
部
長
）

　

来
年
度
の
利
用
に
向
け
、
不

安
の
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
。

　

道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
を
堅
持
し
、

関
連
法
案
を
年
度
内
に
成
立
さ
せ
る
よ
う「
道

路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
」
を

議
員
提
案
に
よ
り
提
出
し
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
後
、
関
係
機
関
へ
提
出
し
た
。

　道路整備は、市民生活の利便、安全・安心、地域の活性化にとって不可欠であり、
住民要望も強いものがある。
　現在、地方においては、高速道路など主要な幹線道路のネットワーク形成をは
じめ、防災対策、通学路の整備や開かずの踏切対策などの安全対策、さらには救
急医療など市民生活に欠かすことのできない道路整備を鋭意行っている。
　また、橋梁やトンネルなどの道路施設の老朽化が進んでおり、その維持管理も
行わなければならず、その費用も年々増大している。
　こうした中、仮に現行の道路特定財源の暫定税率が廃止された場合、地方にお
いては約９千億円の税収の減が生じ、さらに地方道路整備臨時交付金制度も廃止
された場合には、合わせて１兆６千億円規模の減収が生じることとなる。
　こうしたこととなれば、本市では２億３千万円規模の減収が生じることとなり、
厳しい財政状況の中で、道路の新設はもとより、着工中の事業の継続も困難とな
るなど、本市の道路整備は深刻な事態に陥ることになる。
　さらには、危機的状況にある本市の財政運営を直撃し、教育や福祉といった他
の行政サービスの低下など市民生活にも深刻な影響を及ぼしかねないことにもなる。
　よって、国においては、現行の道路特定財源の暫定税率を堅持し、関連法案を
年度内に成立させるよう強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２０年３月２４日

愛知県北名古屋市議会

道路特定財源の確保に関する意見書

衆 議 院 議 長
参 議 院 議 長
内 閣 総 理 大 臣
内 閣 官 房 長 官
総 務 大 臣
財 務 大 臣
経済財政政策担当大臣
国 土 交 通 大 臣

河 野 洋 平 様
江 田 五 月 様
福 田 康 夫 様
町 村 信 孝 様
増 田 寛 也 様
額賀福志郎様
大 田 弘 子 様
冬 柴 鐵 三 様

師勝北児童クラブ



平成20年５月１日(10号）
北名古屋市議会だより 18

議
会
活
動
報
告

再生紙を使用しています。
大気汚染防止のためソイインク（大豆油インク）を使用しています。

愛
知
県
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会千
葉
県
成
田
市
議
会
視
察
来
庁

愛
知
県
津
島
市
議
会
視
察
来
庁

埼
玉
県
三
郷
市
議
会
視
察
来
庁

群
馬
県
館
林
市
議
会
視
察
来
庁

奈
良
県
香
芝
市
議
会
視
察
来
庁

栃
木
県
栃
木
市
議
会
視
察
来
庁

西
春
日
井
市
町
議
長
会

議
会
改
革
推
進
協
議
会

尾
張
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会

定
例
会

新
川
東
部
流
域
下
水
道
推
進
協

議
会
議
員
特
別
部
会

議
会
運
営
委
員
会

北
名
古
屋
水
道
企
業
団
議
会
定

例
会

北
名
古
屋
衛
生
組
合
議
会
定
例

会西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
議
会

定
例
会

議
会
改
革
推
進
協
議
会

２
月
１
日

　
　

８
日

　
　

13
日

　
　

15
日

　
　

19
日

　
　

20
日

　
　

21
日

　
　

22
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　

28
日

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

行
政
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

全
員
協
議
会

新
川
東
部
流
域
下
水
道
通
水
式

兵
庫
県
加
古
川
市
議
会
視
察
来

庁神
奈
川
県
横
浜
市
議
会
視
察
来

庁議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議
会
改
革
推
進
協
議
会

東
海
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

京
都
府
宇
治
市
議
会
視
察
来
庁

３
月
４
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

13
日

　
　

14
日

　
　

17
日

　
　

18
日

　
　

19
日

　
　

21
日

　
　

24
日

　
　

26
日

　
　

28
日

４
月
９
日

　
　

14
日

　
　

16
日

　
　

24
日

あなたも市議会モニターに参加しませんか
　効率的な議会運営をめざすため、市議会に対し意見、要望等を提
供していただく市議会モニターを募集します。あなたの意見等を市
議会に生かしてみませんか。ぜひ、ご応募ください。

応募資格
　　

募集人員

職　　務

任　　期

謝　　礼

応募方法
　　　　
　

選考方法

満１８歳以上で市内に在住し、市議会に関心のある方。
ただし、公職者及び公務員は、応募できません。　

若干名

 ・本会議及び常任委員会を傍聴し、議会運営の見聞を広
めること。
・議会の運営についての意見、提案等を文書により提出
すること。
・議会が行うアンケート調査に回答すること。

委嘱の日からその年度の末日まで

予算の範囲内で支給します。

所定の応募用紙（議会事務局にあります）に必要事項を
記入し、平成２０年５月３０日（金）までに議会事務局
（東庁舎）へ提出して下さい。

地域、職業、年齢等のバランスを考慮し、特に市議会モ
ニター活動に意欲的かつ適任であると判断した方を議長
が選任します。

６月定例会日程（予定）
議会を傍聴してみませんか

●委員会の傍聴を希望される方は、会議開始15分
前までに傍聴受付をお済ませください。（先着5名）

　なお、委員会の傍聴は、途中入場、途中退場す
ることができません。

●日程等は変更される場合があります。傍聴を希
望される方は、   事前に議会事務局へお問い合わ
せ下さい。

○時間：午前10時～
○場所：市役所東庁舎４階

６月２日 本会議
６月10日 本会議（質疑・一般質問)
６月11日 予備日
６月13日 予算特別委員会
６月16日 福祉教育常任委員会
６月17日 建設常任委員会
６月18日 行政常任委員会
６月20日 本会議

市のホームページからも議会だよりが閲覧できます。

http://www.city.kitanagoya.lg.jp


